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大 学 史 研 究 通 信 
第 79号 2014 年 8 月 31 日（日） 

大学史研究会 

第 79 号の内容 ：訃報中山茂先生・会員ニュース・新入会員自己紹介・第 37 回大学史研究セミナー

開催のお知らせ・第 37 回大学史研究セミナー自由研究発表者募集・『大学史研究』編集委員会からの

お知らせ・事務局からのお知らせ・編集後記・大学史研究会事務局員一覧 

 

訃報・中山茂先生 

 大学史研究会の創設者のお一人である神奈川大学名誉教授の中山茂先生が、去る 2014年 5月 10日、

肝細胞がんにより 85 歳でご逝去されました。中山先生は、1928 年兵庫県尼崎市に生まれ、東京大学

理学部天文学科卒業後、平凡社に入社。1955 年にフルブライト留学生としてハーバード大学大学院に

入学し、トーマス・クーン氏、エドウィン・O・ライシャワー氏らと出会いました。ハーバード大学在

学中は、英国ケンブリッジ大学でジョセフ・ニーダム氏、京都大学で薮内清氏に師事し、1960 年に科

学・学術史の博士号（Ph.D. in History of Science and Learning）を取得されました。 

ご帰国後は、東京大学教養学部に専任講師として着任、1989 年にご停年を迎えられた後は神奈川大

学で教鞭を執られ、2008 年から 2009 年にはカリフォルニア大学ロサンゼルス校ポール・テラサキ・

チェアに就任されるなど、日本のみならず世界各地で研究と教育に尽力されました。 

学位に Learning（学術史）とあるように、中山先生は、科学史だけでなく、ハーバード大学でロベ

ルト・ウーリッヒ氏から大学史を学ばれ、ご帰国後に『帝国大学の誕生』『アメリカ大学への旅』を出

版されました。また、「大学史の議論の仲間」を求めて広島大学の故横尾壮英先生を訪問され、共同で

科研費プロジェクトを開始されました。この科研費プロジェクトの研究会こそ、現在の大学史研究会

の母体であり、多くの大学史・高等教育論研究者を輩出することとなりました。また、昨年 2 月には

ロジャー・ガイガー氏来日歓迎会、10 月には大学史研究セミナーにおきまして、貴重なコメントをい

ただきました。心よりご冥福をお祈りいたします。 

 

告別式・偲ぶ会のご報告 

 中山茂先生の告別式が 5 月 16 日に、偲ぶ会が 7 月 19 日に、それぞれ開催されました。告別式は無

宗教形式で営まれ、平日にもかかわらず、科学史・大学史を問わず多数の方がお見えになりました。

幼少時代の子守歌だったという「グノーのセレナーデ」、「オールド・ヅカソング」ともいえるシャン

ソン「モン・パリ」「巴里祭」が流れるなか、中山先生の『一科学史家の自伝』からいくつかの部分が

朗読されました。吉岡斉・九州大学教授と川野祐二・下関市立大学教授による弔辞が読み上げられた

のち献花となり、最後はシャンソンでお見送りいたしました。偲ぶ会は学士会館で行われ、科学史・

科学論・大学史にかかわる研究者が参加しました。参加者がそれぞれ中山先生との思い出を紹介し歓

談をするという形で盛会に終わりました。 

（事務局代表：岡田大士） 

 

会員ニュース 

新入会員 

吉葉 恭行 会員 

所属：秋田工業高等専門学校 

研究テーマ：科学史・技術史、大学史、産学官連携 
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堀 佑二 会員 

所属：獨協大学教務課 

研究テーマ：日本近代思想史、大学史、獨逸学協会学校の研究 

 

新入会員自己紹介 

堀 佑二 会員 

はじめまして。私は、埼玉県の獨協大学で事務職員をしております堀佑二と申します。 

 大学史という分野にはじめてふれたのは、大学 1 年生のときに「獨協学」という全学総合講座（教

養科目）を履修したときです。当時は新井孝重先生（獨協学園資料センター元所長）がコーディネー

タをし、その特別講義として寺崎昌男先生が「日本近代の私学－獨協を中心に－」というタイトルで

お話しくださいました。まだ高校の日本史しか知らない私にとって、大学史という興味深い分野があ

るのだと感銘を受けました。それから新井先生の演習で先生の本業である日本中世史を学んでいまし

た。4 年生になる直前、卒論のテーマを考えているとき、先生より「獨協史を書いてみないか」と勧め

られ、本格的に大学史を研究する道へとすすみました。卒論では、「明治初期政治過程における獨逸学

協会の位置」というテーマで、主に明治 14 年政変を中心に獨逸学協会の位置づけを考察しました。修

論では「日本近代思想史の構造的研究－獨逸学協会学校を中心に－」というテーマで、国家主義的な

側面とヨーロッパの先進的な側面という二面性について考察しました。 

 前置きが長くなりましたが、現在は事務業務のかたわらで獨協大学五十周年史編纂委員として大学

史に携わっております。興味のある分野は、獨逸学協会学校の校長を務めた大村仁太郎の思想につい

て、事務職員ということで高等学校の職員史についてです。 

 ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

＜名簿改訂に伴う会員情報の確認・訂正をお願いいたします＞ 

2014年度の名簿発行にあたり、会員の皆様の情報を確認させていただきます。ご協力を宜しくお願

い致します。詳細は別紙をご覧ください。 

（会員情報担当：浅沼薫奈） 

 

第 37 回大学史研究セミナー開催のお知らせ 

 第 37 回セミナーを九州大学にて開催致します。今回のシンポジウムは「大学の存在意義を問う－大

学と地域社会との関係から－」をテーマとし、香川大学生涯学習教育研究センターの山本珠美先生、

鹿児島大学大学院理工学研究科の木方十根先生、北九州市門司麦酒煉瓦館の市原猛志館長の 3 名のパ

ネリストに御登壇いただきます。 

 プログラムの詳細につきましては、改めてお知らせ致します。 

 

期 日：2014年11月29日（土）、30日（日） 

会 場：九州大学（箱崎キャンパス） 

内 容：シンポジウム、総会、懇親会（11月29日開催） 

自由研究発表、箱崎キャンパスツアー（11月30日開催） 

 

シンポジウム「大学の存在意義を問う－大学と地域社会の関係から－」 

 パネリスト：山本珠美（香川大学）･木方十根（鹿児島大学）･市原猛志（北九州市門司麦酒煉瓦館） 

 コメンテーター：折田悦郎（九州大学） 

 司会：井上美香子（九州大学） 

（セミナー担当：井上美香子） 
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第 37 回大学史研究セミナー自由研究発表者募集 

 第 37 回大学史研究セミナーでの自由研究発表者を募集いたします。発表時間は、発表件数にもより

ますが、質疑応答を含めて 1 時間程度を予定しています。通常の学会よりも、じっくりと報告・議論

できることが本会の自由研究発表の特徴です。 

 発表を希望される方は、10 月 20 日（月）までに、セミナー担当の井上（下記）まで、発表タイト

ルを添えてご連絡下さい。申込みの形式は問いません。奮ってお申し込み下さい。 

 

〔自由研究発表申込・セミナー問い合わせ先〕 

事務局セミナー担当： 井上美香子 

〒812-8581 福岡市東区箱崎6-10-1 九州大学 大学文書館 

TEL：092-642-7189 

E-Mail：inoue.mikako.239＠m.kyushu-u.ac.jp 

（セミナー担当：井上美香子） 

会場校へのアクセス 

箱崎キャンパス（理系地区） 

〒812-8581 福岡市東区箱崎 6-10-1 

 

 

〔空路〕 

福岡空港→地下鉄空港線→「中洲川端駅」で貝塚方

面へ乗換→地下鉄箱崎線→「箱崎九大前駅」下車 

 

〔鉄路〕 

博多駅→地下鉄空港線→「中洲川端駅」で貝塚方面

へ乗換→地下鉄箱崎線→「箱崎九大前駅」下車 

 

ご宿泊については、各位にて手配願います。 

 

 

 

『大学史研究』編集委員会からのお知らせ 

 現在、特集原稿のとりまとめ、いくつかの投稿原稿の査読を行っております。次回の編集委員会は

11 月 28 日の予定です。ご投稿を希望される際は編集委員会あてにお知らせください。 

（紀要担当：岡田大士） 

 

事務局からのお知らせ 

定例となりました大学史研究会名簿の更新時期が近づいてまいりました。本号に名簿確認用紙を添

付いたしましたので、記載内容にご変更のある方はお知らせください。 

中山先生を偲ぶ会におきまして、中心となった吉岡斉教授が「（7 月に行われた）この偲ぶ会は、こ

れから世界各地で行われるであろう、中山先生の追悼企画の契機である」と話しておられました。大

学史研究会におきましても「大学史研究セミナー」あるいは『大学史研究』において追悼企画を行う

ことになろうかと思います。なにか良いアイデアがございましたら、岡田までお知らせください。 

（事務局代表：岡田大士） 
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編集後記 

 相次ぐ訃報に、ここに記すべき適切な言葉が見つかりません。ご冥福をお祈り申し上げるほかあり

ません。なお、中山茂先生への追悼文は、次号に掲載致します。 

（通信担当：長谷部圭彦） 

 

『大学史研究通信』第 79 号の編集は、事務局・長谷部圭彦が担当いたしました。 

連絡先：hasebekiyohiko＠hotmail.com 

 

 

『大学史研究通信』第 80 号は、2014 年 12 月 31 日発行予定です。 

 

 

 

大学史研究会事務局 

<事務局連絡先> 

〒 192-0393 東京都八王子市東中野 742-1 

中央大学法学部 研究室受付 岡田大士気付 大学史研究会 

Tel&Fax: 042-674-3151 E-mail:daishi＠home.nifty.jp 

ホームページ http://daigakushi.jp/ 

 

事務局へのお問い合わせは、なるべく下記代表 E メールアドレスまでお願いいたします 

E-mail: jshshe＠daigakushi.jp 

 

大学史研究会事務局員（五十音順） 

 

 

浅沼 薫奈（大東文化大学）   井上 美香子（九州大学大学文書館百年史編集室） 

岡田 大士（中央大学）     五島 敦子（南山大学短期大学部） 

長谷部 圭彦（駒澤大学等）      深野 政之（大阪府立大学） 

山崎 慎一（桜美林大学） 

 

 

http://daigakushi.jp/

